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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月14日(2008.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固化性液体材料から、該材料の作業面に施されたエネルギーに応答して三次元物体を形
成するための装置において、
　ａ．　フレーム、
　ｂ．　前記固化性液体材料にエネルギーを施すための、前記フレームに取り付けられた
エネルギー源であって、前記三次元物体を表すデータに基づいて制御されるエネルギー源
、
　ｃ．　前記固化性液体材料を収容するための取外し可能な容器であって、前記装置のフ
レームから取外し可能な容器、
　ｄ．　前記三次元物体がその上に形成される台であって、移動可能に支持され、前記容
器内の前記固化性液体材料中に降下可能な台、および
　ｅ．　前記フレームに移動可能に連結された昇降機アセンブリであって、前記台を前記
固化性液体材料から上昇させかつその中に降下させるために前記容器内で前記台を支持し
、前記フレームから分離可能であり、前記固化性液体材料を収容する前記容器と共に取り
外せる昇降機アセンブリ、
を有してなる装置。
【請求項２】
　前記昇降機アセンブリが少なくとも１つの昇降機レッグおよび昇降機フレームを含むこ
とを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記昇降機アセンブリが、昇降機レッグ・ロック・バーと連結された２つの昇降機レッ
グを含むことを特徴とする請求項２記載の装置。
【請求項４】
　前記昇降機アセンブリが前記フレームのＺステージ・サドルの取付ブロックから分離可
能であることを特徴とする請求項３記載の装置。
【請求項５】
　前記昇降機アセンブリが、前記取付ブロックに固定された取付板から分離可能であるこ
とを特徴とする請求項４記載の装置。
【請求項６】
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　前記フレームに固定された取付板をさらに備え、該取付板が、それに旋回取付けされ、
前記昇降機アセンブリに接触し保持するロック位置と、前記昇降機アセンブリを前記取付
板から取り外せる解放位置との間で移動可能なロック・レバーを有することを特徴とする
請求項１記載の装置。
【請求項７】
　前記昇降機アセンブリが、昇降機レッグ・ロック・バーと連結された２つの昇降機レッ
グを含み、前記ロック・レバーが、前記昇降機アセンブリを前記フレームにロックするた
めに前記ロック・バーにそれ自体を押し付けることを特徴とする請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記容器が、異なる固化性液体材料を収容するための多数の区画を有することを特徴と
する請求項１記載の装置。
【請求項９】
　前記エネルギー源が、紫外線レーザおよび可視光デジタル光プロジェクタの内の少なく
とも一方を含むことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項１０】
　前記固化性液体材料がフォトポリマーを含むことを特徴とする請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　固化性液体材料から、該材料の作業面に施されたエネルギーに応答して三次元物体を層
毎に形成するための装置において、
　ａ．　フレーム、
　ｂ．　三次元物体を形成するための固化性液体材料を有する取外し可能な容器であって
、前記フレームから取外し可能な容器、および
　ｃ．　前記容器および前記固化性液体材料中に降下可能であり、前記三次元物体がその
上に形成される台を支持する昇降機アセンブリであって、前記装置を洗浄する必要なく、
前記固化性液体材料を収容するための容器と前記昇降機アセンブリとの取外しおよび交換
を可能にするために少なくとも１つの迅速リリース・レバーによって前記フレームから分
離可能である昇降機アセンブリ、
を有してなる装置。
【請求項１２】
　前記昇降機アセンブリが少なくとも１つの昇降機レッグおよび昇降機フレームを含むこ
とを特徴とする請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記昇降機アセンブリが、昇降機レッグ・ロック・バーと連結された２つの昇降機レッ
グを含むことを特徴とする請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記昇降機アセンブリが前記フレームのＺステージ・サドルの取付ブロックから分離可
能であることを特徴とする請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
　前記昇降機アセンブリが、前記取付ブロックに固定された取付板から分離可能であるこ
とを特徴とする請求項１４記載の装置。
【請求項１６】
　前記フレームに固定された取付板をさらに備え、該取付板が、それに旋回取付けされ、
前記昇降機アセンブリに接触し保持するロック位置と、前記昇降機アセンブリを前記取付
板から取り外せる解放位置との間で移動可能なロック・レバーを有することを特徴とする
請求項１１記載の装置。
【請求項１７】
　前記昇降機アセンブリが、昇降機レッグ・ロック・バーと連結された２つの昇降機レッ
グを含み、前記ロック・レバーが、前記昇降機アセンブリを前記フレームにロックするた
めに前記ロック・バーにそれ自体を押し付けることを特徴とする請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
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　前記固化性液体材料にエネルギーを施すためのエネルギー源をさらに有し、該エネルギ
ー源が紫外線レーザおよび可視光デジタル光プロジェクタの内の少なくとも一方を含むこ
とを特徴とする請求項１１記載の装置。
【請求項１９】
　固化性液体材料を収容する容器を有するステレオリソグラフィーシステムに使用するた
めの昇降機アセンブリであって、該昇降機アセンブリが、三次元物体がその上で前記固化
性液体材料から形成される台を支持し、前記台および前記昇降機アセンブリの少なくとも
一部分が前記固化性液体材料中に降下されるものである昇降機アセンブリにおいて、
　ａ．　前記ステレオリソグラフィーシステムに連結可能かつ分離可能であり、前記固化
性液体材料を収容する前記溶液中に下方に延在する少なくとも１つの昇降機レッグ、
　ｂ．　前記台を受け入れ支持するための、前記少なくとも１つの昇降機レッグに連結さ
れた昇降機フレームであって、該昇降機フレーム、前記台、および前記少なくとも１つの
昇降機レッグが、前記容器内の前記固化性液体材料中に降下可能となっている昇降機フレ
ーム、および
　ｃ．　解放の際に、前記容器内の前記固化性液体材料中に少なくとも部分的に降下され
た前記少なくとも１つの昇降機レッグおよび前記昇降機フレームが、前記容器と共に前記
ステレオリソグラフィーシステムから取外し可能なように、前記少なくとも１つの昇降機
レッグを前記ステレオリソグラフィーシステムに連結する迅速リリース機構、
を有してなる昇降機アセンブリ。
【請求項２０】
　ステレオリソグラフィーシステムにおいて固化性液体材料を交換する方法であって、
　ａ．　第１の昇降機アセンブリを第１の容器内の固化性液体材料中に降下させる工程、
　ｂ．　前記ステレオリソグラフィーシステムから前記第１の昇降機アセンブリを分離す
る工程、
　ｃ．　前記第１の容器および前記第１の昇降機アセンブリを前記ステレオリソグラフィ
ーシステムから取り出す工程、
　ｄ．　固化性液体材料を収容する第２の容器を該容器内の第２の昇降機アセンブリと共
に前記ステレオリソグラフィーシステム内に配置する工程、および
　ｅ．　前記第２の昇降機アセンブリを前記ステレオリソグラフィーシステムに連結する
工程、
を有してなる方法。
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